
 

令和４年２月 15 日 

   資料提供（教育庁） 

第 77 回国民体育大会冬季大会スキー競技会の日程及び茨城県 
選手団について 

 
 令和４年２月 17 日（木）から秋田県で開催される第 77 回国民体育大会冬季大会 
スキー競技会の日程及び本県選手団について、下記のとおりお知らせします。 

 
記 

 
１ 茨城県選手の出場競技について 

（１）競 技 ジャイアントスラローム 
クロスカントリー 

 （２）期 日 ２月 18 日（金）～２月 20 日（日） 
（３）会 場 花輪スキー場（鹿角市花輪字百合沢 81-1） 

 
 ２ 茨城県選手団 計 30 名（別添要項のとおり） 
    本部役員         ７名 

ジャイアントスラローム １８名（監督２名、選手１６名） 
クロスカントリー     ５名（監督１名、選手４名） 
 

 ３ 活躍が期待できる選手 
    成田 秀将（ナリタ ヒデユキ）カワサキフィールドＳＣ所属 

競技：ジャイアントスラローム 種別：成年男子Ｂ  
実績：第 74 回国民体育大会（2019）２位 
   第 100 回全日本スキー選手権大会（2021）優勝 

 
    相原 太郎（アイハラ タロウ）カワサキフィールドＳＣ所属 
     競技：ジャイアントスラローム 種別：成年男子Ａ 
     実績：第 73 回国民体育大会（2018）３位 
 
    滝沢 こずえ（タキザワ コズエ）フォーカスシステムズスキー部 
     競技：クロスカントリー 種別：成年女子Ｂ 
     実績：第 74 回国民体育大会（2019）優勝 

 
  

＜添付資料＞  
・第 77 回国民体育大会冬季大会スキー競技会茨城県選手団参加要項 １部 

 
 
 
 
 
 
 

【本資料についての問い合わせ先】 

   教育庁学校教育部保健体育課競技スポーツ担当 

指導主事 田城 真一  TEL 029(301)5361 
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茨城県選手団派遣概要
１　大 会 期 日　　令和４年２月17日(木)～２月20日(日)

２　会　　　場　　花輪スキー場　　　　秋田県鹿角市花輪字百合沢81－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 0186－23－8000

３　選　手　団　　団　長　　　　１名　　　　帯同ドクター　　１名
　　　　　　　　　副団長　　　　１名　　　　監　督　　　　　３名
　　　　　　　　　総監督　　　　１名　　　　選　手　　　　　20名
　　　　　　　　　総　務　　　　３名

合　計 30名

選　手　団
○選手・監督

競　技　名 種　別 監 督 選 手 合 計 年齢基準

ジャイアントスラローム

成 男 Ａ

２

３

18

ア 成年男子
ア Ａ（18歳以上26歳未満）
1995年４月２日から2003年４月１日までに生
まれた者
イ Ｂ（26歳以上34歳未満）
1987年４月２日から1995年４月１日までに生
まれた者
ウ Ｃ（34歳以上）
1987年４月１日以前に生まれた者
ただし、スペシャルジャンプ及びコンバイン
ドについては、成年男子Ａは27歳未満（1994
年４月２日以降に生まれた者）、成年男子Ｂは
27歳以上（1994年４月１日以前に生まれた
者）とする。

イ 成年女子
ア Ａ（18歳以上24歳未満）
1997年４月２日から2003年４月１日までに生
まれた者
イ Ｂ（24歳以上）
1997年４月１日以前に生まれた者

ウ 少年男子及び少年女子
2003年４月２日から2007年４月１日までに生
まれた者

成 男 Ｂ ３

成 男 Ｃ ３

成 女 Ａ ２

成 女 Ｂ １

少年男子 ２

少年女子 ２

クロスカントリー

成 男 Ｃ

１

１

５成 女 Ｂ ２

少年男子 １
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茨 城 県 選 手 団 名 簿

１　本部役員（７名）

団 長 小 泉 元 伸 （茨 城 県 ス ポ ー ツ 協 会 副 会 長）

副 団 長 藤 原 孝 幸 （茨 城 県 ス キ ー 連 盟 会 長）

総 監 督 根 本 　 聡 （茨 城 県 ス ポ ー ツ 協 会 専 務 理 事）

総 務 石 川 　 洋 （茨 城 県 ス ポ ー ツ 協 会 事 業 課 長）

総 務 江 連 昌 治 （茨 城 県 ス ポ ー ツ 協 会 指 導 主 事）

総 務 中 口 直 仁 （茨 城 県 ス ポ ー ツ 協 会 指 導 主 事）

帯同ドクター 椎 名 逸 雄 （総 合 守 谷 第 一 病 院 整形外科医）
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２　監督及び選手【23名】
〇ジャイアントスラローム（18名）

種　別 監　　督
（所　　属）

選　　　　　　　手
氏　　　名 所　　　　　属

成年男子Ａ

安　斎　誠　一
（茨城レーシングクラブ）

廣　澤　　　努
（茨城県立岩瀬高等学校）

相　原　太　郎 カ ワ サ キ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｃ

島　田　優　太 筑 波 研 究 学 園 Ｓ Ｃ

豊　島　昂　太 ＡＮＡウィングフェローズ・ヴィ王子株式会社

成年男子Ｂ

成　田　秀　将 カ ワ サ キ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｃ

宮　本　雄　大 株 式 会 社 三 共 建 設

佐　藤　　　徹 株 式 会 社 日 立 製 作 所

成年男子Ｃ

中　西　雄　太 Ｊ Ａ Ｘ Ａ 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構

吉　川　剛　志 住商グローバル・ロジスティクス株式会社

長谷川　豪　志 高 エ ネ ル ギ ー 加 速 器 研 究 機 構

成年女子Ａ
関　　　光　里 第 一 生 命 保 険 株 式 会 社

山　本　優　乃 株 式 会 社 ア ミ ノ

成年女子Ｂ 谷　川　沙也香 東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社

少 年 男 子
細　島　涼　雅 茨 城 県 立 古 河 中 等 教 育 学 校

齋　藤　　　陽 茨 城 県 立 下 妻 第 一 高 等 学 校

少 年 女 子
松　本　瑞　生 江 戸 川 学 園 取 手 中 学 校

野　本　梨　恵 茨 城 県 立 下 妻 第 一 高 等 学 校

〇クロスカントリー（５名）

種　別 監　　督
（所　　属）

選　　　　　　　手
氏　　　名 所　　　　　属

成年男子Ｃ

鈴 木 壽 雄
（株式会社ＭＴＤ）

須 藤 和 義 三 菱 ケ ミ カ ル ハ イ テ ク ニ カ 株 式 会 社

成年女子Ｂ
滝　沢　こずえ フ ォ ー カ ス シ ス テ ム ズ ス キ ー 部

石 山 里 夏 茨 城 県 立 古 河 中 等 教 育 学 校

少 年 男 子 関　　　暁　人 水 戸 葵 陵 高 等 学 校
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選手・監督の心構え

　○ 勝利への強い執念をもって戦う！

　○ 茨城県代表としての誇りと責任をもって戦う！

　茨城県選手団は、団長を中心として一致団結し、茨城県代表としての誇りと責任をもっ

て行動するとともに、競技に際しては、それぞれの監督の指示に従い、スポーツマンシッ

プにのっとり、正々堂々と競技し、自己最高の力を発揮するよう努力すること。

（１）茨城県選手団としての自覚をもち、派遣期間中は、規律ある行動を心がけること。

（２）茨城県民は、本県選手団の活躍を大いに期待をしているので、選手・監督は本県へ

　　の帰属意識をもち、勝つことに拘って戦うこと。

（３）開催地都道府県民の厚意に対し、常に感謝の気持ちを忘れないこと。

（４）宿舎では、茨城県代表選手・監督としての姿勢と節制に留意すること。

（５）大会期間中は、特に健康に留意し、ベストコンディションで競技に参加すること。

（６）「美の国あきた鹿角国体2022における感染防止対策について　新型コロナウイル

　　ス感染症感染拡大防止ガイドライン」を遵守し、感染拡大防止に努めること。

　　～「GLOBAL　SAFETY」アプリの活用もしくは「体調管理チェックシート」の提出～

◎公益財団法人日本スポーツ協会 国民体育大会開催における新型コロナウイルス
　感染拡大防止に関する基本方針（第３版）より抜粋
　https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid1278.htmlを参照

・ 本方針の目的は『国体の核となる競技会を守り抜くこと』、『国体開催が新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大を誘発させないこと』にある。

・ 新型コロナウイルス感染症の終息が見えない今日の状況（所謂、「コロナ禍」）にお

いて、国体を開催する主催者（運営者）、参加者には、開催地に限らず全国の感染

状況を注視するとともに、政府及び各都道府県をはじめとする自治体方針、各業種

別ガイドラインに則り、大会開催の条件として新型コロナウイルス感染症対策を講

じ、可能な限り感染リスクを軽減するよう努める責務がある。
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感染症対策について

－ 5 －



競技会日程と会場一覧
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スキー競技実施要項
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